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令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ４ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

国総研資料第 1225 号『港湾計画のマクロ予測にかかる

品目別コンテナ貨物量将来予測手法の比較分析』を刊行

します！ 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  

ダウンロード先ＵＲＬ ： http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1225.htm 
 

港湾計画では、港湾の能力として、10～15 年程度の将来における取扱貨物量を定めるこ

ととなっています。取扱貨物量のマクロの将来予測手法として、経済社会指標との相関分析

及びトレンド分析の手法が用いられるが、既往の文献の中では、予測手法間の比較分析の前

例は見当たらない状況にあります。 

本資料では、日本全体の貨物量実績値を用いて、それぞれの手法で最新の実績値を予測し、

その結果により、手法間の比較分析を行い、各手法の特徴や各手法を用いる上での留意点を

とりまとめました。 
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